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案 した｡ 既に Yasuhira(1961)6)はこの方法





















感作 3- 4週間後 ｢ツ｣反応が陽性 (通常10倍







管の断端を支点として 懸 垂 す る｡ 気 管 よ り
Hanks氏液を注入 し,肺胞内の細胞を洗 い 出
し,この操作を繰返 し行って得た液を遠心沈澱
(1,000回転,20分間) し, 得 られた細胞を目
盛付きスピッツグラスに生食水で再浮瀞させ,
再び同様に遠心沈澱 して 細 胞 量 を 測 定 した
(packed-celsと呼ぶ)｡通常 1匹の感作家兎よ
り,2-3mlの packedcelsを得るこ とが 出























画方法 :第 2篇におけると同様 Kunkelの方法
に従って, 澱粉カラム (2×5×45cm)による
















し, 凍結乾燥器で濃縮 した後, その 0.1mlを
正常家兎側腹部皮内に注射 し,その後24時間し












発赤があるのみで硬結は全 く認められ な か っ
た｡それ故発赤の直径を測定 し,これを判定の
基準とした｡
実 験 成 績
1) 細胞紬出液の電気泳動像 :正常無処置家
兎肺より得た細胞抽出液,感作動物のそれ,ま













線を,その移植成績に添加して示す こ と と し
た｡
2) 細胞抽出液及びその分画による ｢ツ｣感































































として明らかにしようとする試みが 進 ん で い
る｡Jeter3),Lawrence4),Cumming5),Yasuhi-
ra6･7),らの成績は感作細胞の破壊物によっても
第 2 図 (Ⅰ)
AlveolarMacrophage抽出液各分画による ｢ツ｣過敏性の全身性
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血柴を Cohnによるエタノール 分画法で 画 分
し,その α一globulinを含む分画で ｢ツ｣ 感受





















作である｡ 古く Zinsser(1925)12) の研究も,
また Coleらの実験でも,感作血清による｢ツ｣
感受性の受身移行の成功には,何れも血清採取
前に ｢ツ｣注射が行われた｡即ち感 作 動 物 の
｢ツ｣ による chalengeが, 感 作 細 胞 より
tplasmafactor"を遊離させ,これが受身伝達
成功の鍵をなすものと見徹される｡著者の実験
にあ って も alveolarmacrophage採 取 の た
め,事前に結核死菌の静脈内注射が行われた｡














































て, A, B, C及びDの4分画を得, それら
が各々略々 albumin,α-,β-,及び γ一globulin







3) この recipientの ｢ツ｣反応は二相性に
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